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ちょっと拝見地区教組
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神
教
組
・
各
地
区
教
組
に
結

集
さ
れ
る
み
な
さ
ま
、
新
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

か
な
政
連
は
昨
年
、「
ア
ベ

政
治
を
許
さ
な
い
！
参
院
選
挙

の
必
勝
！
」
を
合
言
葉
に
、
神

教
組
・
各
地
区
教
組
と
堅
く
連

携
し
て
戦
い
、
組
織
内
候
補
・

那
谷
屋
正
義
参
院
議
員
の
三
期

目
当
選
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
か
な
政
連
各
議
員
は
、

子
ど
も
を
と
り
ま
く
諸
問
題
の

解
決
、
教
育
諸
条
件
の
拡
充
を

第
一
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
議
会
活
動
を
精
一
杯
す

す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
子
ど
も
の
貧
困
や
学
校
現

場
の
多
忙
化
を
は
じ
め
と
す
る

課
題
に
切
り
込
み
、
と
り
く
み

　

二
〇
一
六
年
は
人
権
に
関
わ

る
三
つ
の
法
律
の
施
行
な
ら
び

に
成
立
が
あ
り
ま
し
た
。
四
月

に
は
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

に
も
と
づ
く
合
理
的
配
慮
の
提

供
が
行
政
・
事
業
者
に
義
務
化

さ
れ
、
五
月
に
は
、「
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
対
策
法
」、
一
二
月

に
は「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

が
成
立
し
ま
し
た
。
ど
の
法
律

も
教
職
員
組
合
と
し
て
、長
年
、

ま
た
緊
急
的
に
、
そ
の
成
立
や

施
行
を
求
め
運
動
し
て
き
た
も

の
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
の

趣
旨
や
理
念
、
内
容
が
社
会
全

体
の
中
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
と
り
わ
け
、
学

校
現
場
に
お
い
て
は
、
そ
の
具

体
的
な
と
り
く
み
や
教
育
実
践

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
と
り
く
み
は
、
も
ち

ろ
ん
こ
れ
ま
で
の
と
り
く
み
を

し
っ
か
り
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
改
め

て
教
科
や
道
徳
の
時
間
に
と
ど

ま
ら
ず
、
学
校
生
活
の
あ
り
よ

う
自
体
を
問
い
直
し
、
再
構
築

す
る
覚
悟
も
必
要
と
な
る
と
考

え
ま
す
。

　

学
校
が
社
会
の
鏡
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
雇
用
不
安
、

経
済
的
格
差
の
拡
大
や
自
己
責

任
論
が
広
が
っ
て
い
る
今
の
状

況
が
学
校
に
も
反
映
さ
れ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
か
ら
生
じ
る
学
力
格

差
の
拡
大
と
生
活
格
差
の
現
実

に
、
教
職
員
は
今
ま
さ
に
、
向

き
合
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
現

在
の
実
施
状
況
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
過
度
の
学
力
競
争
が
学

校
現
場
を
追
い
詰
め
て
い
ま

す
。

　

学
校
現
場
、
教
職
員
の
多
忙

化
の
解
消
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
が
土
台
に
あ
る
こ
と
を
抜
き

に
し
て
は
、
語
れ
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

二
〇
一
六
年
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
誕
生
等
、
私
を
含
め
、
選

挙
結
果
が
出
る
ま
で
は
、
国
民

が
そ
の
よ
う
な
選
択
を
最
終
的

に
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
も
の
に
と
っ
て
は
、
大

き
な
シ
ョ
ッ
ク
と
な
る
事
柄
が

起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
原
因
の

ひ
と
つ
は
、
過
度
に
す
す
ん
だ

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ

る
富
の
偏
在
が
自
国
内
部
の
富

の
偏
在
を
招
き
、
自
国
優
先
主

新たな年を迎えて

義
、至
上
主
義
が
、多
く
の
人
々

か
ら
共
感
を
得
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降「
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
急

速
に
す
す
む
一
方
、
人
種
・
国

籍
・
思
想
・
歴
史
・
文
化
等
の

違
い
を
乗
り
越
え
、
誰
も
が
そ

の
背
景
に
寄
ら
ず
、
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

教
育
課
題
と
し
て
整
理
す
れ

ば
、「
さ
ま
ざ
ま
な
地
球
規
模

の
課
題
＝
平
和
・
環
境
・
人
権
・

貧
困
＝
の
解
決
に
む
け
て
地
球

に
暮
ら
す
一
員
と
し
て
、
日
々

の
生
活
の
中
で
考
え
、
自
分
に

出
来
る
こ
と
を
自
分
な
り
に
行

動
し
て
い
く
」
子
ど
も
を
育
て

て
い
く
こ
と
に
大
き
な
着
目
が

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

教
育
は
「
国
際
理
解
教
育
」「
開

発
教
育
」
と
し
て
、
整
理
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
の
基
盤
は
、
ユ

ネ
ス
コ
憲
章
の
前
文
に
あ
る
、

「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の

心
の
中
に
平
和
の
砦
を
築
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
教
育
の
実
践

は
、
具
体
的
に
は
「
バ
ナ
ナ
＝

多
国
籍
企
業
に
よ
る
熱
帯
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
業
の
あ
り
か

た
」「
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
＝
、
企
業
型
農
業

の
あ
り
方
や
食
物
連
鎖
」「
割

り
箸
＝
熱
帯
森
林
の
消
滅
、
地

球
温
暖
化
」
等
の
教
材
・
単
元

と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。

　

ど
の
実
践
も
「
モ
ノ
」
に
直

目
し
て
、「
モ
ノ
と
モ
ノ
」「
モ

ノ
と
ヒ
ト
」
を
た
ぐ
っ
て
い
く

中
で
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
現

実
の
社
会
の
し
く
み
を
発
見
し

て
い
く
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、子
ど
も
自
身
が
、

そ
れ
ら
の
こ
と
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
ゲ
ー
ム
・
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
取
り
入
れ
た

参
加
型
の
授
業
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

二
一
世
紀
に
な
れ
ば
、
地
球

的
課
題
は
国
境
を
こ
え
た
世
界

共
通
の
課
題
と
な
り
、
そ
の
解

決
に
む
け
て
大
き
な
歩
み
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
宗
教

や
民
族
の
対
立
、
そ
こ
に
資
源

開
発
の
経
済
的
利
益
の
追
求
や

軍
事
的
戦
略
が
絡
み
合
い
、
そ

れ
を
原
因
と
す
る
紛
争
や
戦
争

が
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
世
界
の
ど
こ
に
い
て
も

「
テ
ロ
」
と
い
う
事
態
に
遭
遇

し
か
ね
な
い
国
際
的
な
危
機
が

進
行
し
て
い
る
状
況
で
す
。
経

済
先
進
国
内
に
お
け
る
格
差
の

拡
大
は
、
国
内
危
機
を
発
生
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
ろ
う

と
、
私
た
ち
は
教
育
と
い
う
営

み
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
、
子

ど
も
の
明
る
い
未
来
を
作
り
上

げ
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
、
多
く
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
声
を
あ
げ
て
い
く
中

で
、
よ
う
や
く
給
付
型
の
奨
学

金
制
度
の
成
立
や
地
域
に
お
け

る
子
ど
も
食
堂
や
放
課
後
の
学

習
支
援
も
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

神
奈
川
県
で
は
、「
津
久
井

や
ま
ゆ
り
園
」
に
お
い
て
発
生

し
た
大
変
痛
ま
し
い
事
件
が
二

度
と
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、「
と
も
に
生
き
る
社

会
か
な
が
わ
憲
章
」
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
黒
岩
知
事
を
先
頭

に
県
議
会
も
断
固
と
し
た
決
意

を
も
っ
て
、
と
も
に
生
き
る
社

会
の
実
現
に
む
け
て
、
と
り
く

ん
で
い
く
こ
と
が
確
認
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
憲
章
の
理
念

の
実
現
に
は
、
更
な
る
実
効
性

を
持
つ
条
例
の
作
成
な
ど
も
必

要
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
神
奈
川
県

内
の
す
べ
て
の
公
立
学
校
に
お
い

て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進

が
は
か
ら
れ
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
す
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
言
え
る
、
小
中
学
校
に
お
け

る
「
み
ん
な
の
教
室
」
事
業
や

障
害
が
あ
る
生
徒
の
高
校
入
学

を
す
す
め
る
た
め
の
入
試
選
抜

や
教
育
課
程
、
進
路
保
障
な
ど

の
研
究
に
先
進
的
に
と
り
く
む

「
パ
イ
ロッ
ト
校
」
事
業
な
ど
に
、

教
職
員
組
合
の
組
合
員
一
人
ひ

と
り
が
積
極
的
に
関
わ
る
中
で
、

そ
の
内
容
の
検
証
、
改
善
を
求

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

二
〇
一
七
年
と
い
う
年
が
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
と
大
人

が
大
切
に
さ
れ
る
人
権
感
覚
に

満
ち
た
社
会
に
む
か
っ
て
い
く

こ
と
を
強
く
願
い
、
神
奈
川
県

教
職
員
組
合
と
し
て
な
し
得
る

最
善
の
努
力
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

謹
　
賀
　
新
　
年

�

か
な
が
わ
民
主
教
育
政
治
連
盟

会
長

相
模
原
市
議
会
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員
（
中
央
区
）

�

江
　
成
　
直
　
士

副
会
長

神
奈
川
県
議
会
議
員
（
横
浜
市
南
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�

岸
　
部
　
　
　
都

事
務
局
長

元
神
奈
川
県
議
会
議
員

�

山
　
村
　
幸
　
雄

事
務
局
次
長

藤
沢
市
議
会
議
員

�

竹
　
村
　
雅
　
夫

事
務
局
次
長

�

檜
　
垣
　
明
　
宏

横
浜
市
会
議
員
（
港
北
区
）

�

川
　
口
　
珠
　
江

横
浜
市
会
議
員
（
泉
区
）

�

麓
　
　
　
理
　
恵

川
崎
市
議
会
議
員
（
多
摩
区
）

�

露
　
木
　
明
　
美

横
須
賀
市
議
会
議
員

�

長
谷
川
　
　
　
昇

茅
ヶ
崎
市
議
会
議
員

�

吉
　
川
　
和
　
夫

鎌
倉
市
議
会
議
員

�

竹
　
田
　
ゆ
か
り

厚
木
市
議
会
議
員

�

新
　
井
　
啓
　
司

小
田
原
市
議
会
議
員

�

安
　
藤
　
孝
　
雄

＊

参
議
院
議
員
（
比
例
区
）

�

那
谷
屋
　
正
　
義

　
こ
と
し
も
　
か
ん
ば
り
ま
す

二
〇
一
七
年
新
春
に
思
う

　
～
多
様
な
価
値
観
が
大
切
に
さ
れ
る

�

年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
～

�

神
奈
川
県
教
職
員
組
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

執
行
委
員
長
　
芹
　
沢
　
秀
　
行

の
方
向
や
内
容
に
つ
い
て
、
一

定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
か
な
政
連
に
対

す
る
み
な
さ
ま
の
力
強
い
ご
支

援
の
賜
と
し
て
胸
に
刻
み
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

さ
て
し
か
し
、
国
政
に
お
い

て
は
改
憲
推
進
勢
力
が
衆
参
両

院
で
三
分
の
二
を
超
え
る
な

ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
、
参
院
選
で
争

点
隠
し
を
し
た
「
改
憲
」
の
目

論
見
を
露
わ
に
し
、
戦
争
へ
の

道
に
通
じ
る
安
保
法
制
の
強
行

か
ら
、
人
権
、
自
由
、
平
和
、

民
主
主
義
、
立
憲
主
義
と
い
っ

た
普
遍
的
原
理
に
背
く
道
を
暴

走
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
主
教
育
の
理
念
を

否
定
す
る
教
育
政
策
が
続
き
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
豊

か
な
学
び
・
育
ち
は
後
景
に
追

い
や
ら
れ
、
国
益
を
第
一
と
し

て
、
差
別
と
選
別
、
国
家
統
制

の
教
育
政
策
が
企
図
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
さ
に
、
国
民
の
権
利
と
生

活
、
私
た
ち
の
平
和
憲
法
と
民

主
教
育
は
、
最
大
の
危
機
に
直

面
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
平
和
・
人
権
・
共
生
の

社
会
づ
く
り
、
民
主
教
育
の
推

進
の
た
め
に
、
今
こ
そ
憲
法
を

守
り
、
活
か
す
と
り
く
み
が
重

要
・
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
か
な
政
連
も
、
先
ず

は
四
月
の
鎌
倉
市
議
選
で
総
力

を
結
集
し
、
竹
田
ゆ
か
り
さ
ん

二
期
目
の
必
勝
を
期
す
と
と
も

に
、
か
な
政
連
運
動
を
各
地
域

か
ら
推
進
す
る
決
意
で
す
。
と

も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、み
な
さ
ま
の
ご
清
祥
、

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

憲
法
を
守
り
、
活
か
す
た
た
か
い
を
！

�

か
な
が
わ
民
主
教
育
政
治
連
盟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

会　

長
　
江
　
成
　
直
　
士
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　新年、明けましておめでとうございます。
　みなさんの日頃からのご支援に改めて感謝申し上げます。
　 7 月の参議院選挙では、みなさんのお力添えにも関わらず、「 3 分
の 2 を許さない」という公約を守ることができず、安倍政権の数に
物をいわせた政治、「おごり」と、そして強権的なやり方とは裏腹の

「ゆるみ」によって推し進められてしまったことに心からお詫びを申
し上げます。
　戦後、私たちの権利を守ってきたのは、立憲主義です。この立憲
主義から安倍総理は逃亡するためにあらゆる手段を使っています。
同時に、私たちもまた、広がる格差や貧困という現実から逃れよう
としているのかもしれません。私たちは、この立憲主義を通じて、
平和憲法が形作った平和と民主主義を未来の世代に伝えていかなけ
ればならないと決意を新たにしています。日本国憲法の危機は、戦
争を放棄した九条だけではなく、両性の平等をうたった二四条にも

向けられています。私たちは、この危
機に真摯に向き合わなければなりません。
　みなさんとともに、一人ひとりの希
望を繋げて大きな力にしていきます。
子どもたちの前に立ちはだかる壁を壊
し、すべての子どもたちが、平等な地
平に立って、本とペンを持って力強く
未来が描ける社会をつくれるよう頑張っ
てまいります。それが教職員に課せら
れた大きな課題であり、夢ではないで
しょうか。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上
げます。

現場からの教育改革に全力で！
　神教組のみなさま、新年明けましておめでとうございます。
　銀杏の葉がまだ多く残っている昨年11月に、東京で初雪を観測し
ました。54年ぶりのことだそうで、自然の変化に日本固有の四季の
味わいがどんどん薄れることに寂しさと、「このままでよいのか」と
いう心境の中で、第192回臨時国会では、TPP協定と関連法案、年金
カット法案、カジノを容認するIR法案と国民生活に直結する課題・
制度が国民不在の審議の中で、与党の数の暴挙によって成立してし
まいました。
　過去にも例の少ない臨時国会の再々延長。しかも 1 議員立法（国
民の疑問や反対の声が多い中で）のために。安倍政権・与党はまさ
に党利党略のために、立憲主義も法の精神も基本的人権も無視して、
戦後の民主的日本を大きく変えつつあります。
　何とかしなければ、というみなさまからの悲痛な叫び声が心に響
きます。あらゆる手段を講じてこの流れを変えなければなりません。
拡大した格差を固定化させてはなりません。日本国憲法の精神の要
でもある個人の人権が保障される社会を取り戻さなければなりません。

間違った積極的平和主義によって日本
の、いや世界の平和を脅かさせてはな
りません。
　これらを実現するのに最も重要なの
は教育です。未来を担う子どもたちに
しっかりとした意識をもってもらうた
めにも、等しく質の高い教育を受ける
ことができるような教育環境の整備、
現場からの教育改革に全力で邁進して
まいります。
　また、今年中に予想される解散・総
選挙では、数の力におごれる安倍政権
に今度こそ大きなくさびを打つことが
できるよう、みなさまとともに全力を傾注する決意です。
　最後になりましたが、新年を迎え神教組のみなさまの今年 1 年間
のご多幸とご発展、そして今後ともご指導を賜りますよう心から祈
念申し上げて、新年の挨拶といたします。

参議院議員　那谷屋正義

参議院議員　神本美恵子

那谷屋正義参議院議員の国会での質問・発言

神本美恵子参議院議員の国会での質問・発言

教職員の多忙化解消について
　官邸において、教職員の多忙化についてはもう限界にきているという
ような認識も示していただいたが、教職員の勤務時間削減等について、
総務大臣の認識をうかがいたい。�（2016年11月22日参議院総務委員会）
→�（高市総務大臣）時間外勤務が非常に長くなると、職員の方々の心身
の健康に影響があり、士気にも悪い影響が出る。これから女性活躍や
働き方改革ということをすすめていく上では非常に重要な課題だと考
えている。

子どもの貧困対策について
　相対的貧困という状況が国民に理解されず、絶対的貧困で考えられて
しまう。子どもの貧困状態を改善するために正しい現状認識がすすむよう、
国が率先してとりくむべきではないか。�（2016年10月20日内閣委員会）
→�（加藤国務大臣）貧困についてのイメージが、食べることにも事欠く
厳しい絶対的貧困と、対比的な用語として相対的貧困があると考えて
いる。相対的貧困状態にある家庭が数多くあることを、広く国民の理
解が得られるようにすすめていかなくてはならない。子どもの未来応
援国民運動にしっかりとりくんでいきたい。

小学校英語について
　小学校で英語を教えなくてはいけない今、リーダー養成研修が行われ
ている。普及していくのに時間がかかるため、経費もさまざまかかり、
現場の負担が増大する。ただでさえ週あたりの授業数は限界に近い中で、
新しく増やすことができるのか。音楽や図工や体育といった教科の時間
数を減らしてよいのだろうか。文科省は先々、こういった教科は要らな
いと考えているのかと感じてしまう。
� （2016年11月17日参議院文教科学委員会）

健康診断における色覚検査について
　健診項目から削除された色覚検査を奨励するような通知により、学校で、
保護者の申込書をとり検査が教職員によって行われている自治体がある。
「学校で教職員が実施するものではない」と改めて通知を出していただ
きたい。� （2016年11月22日文教科学委員会）
→�（松野文科大臣）学校における適切な対応がはかられるように周知を
してきた。これらのとりくみにより、健康診断において色覚検査によ
る混乱が報告されていないため、新通知の発出については今のところ
考えていない。
→�（神本議員）色覚検査は、教職員ではなく、学校医の健康相談におい
て行うものだという通知を出すことを強く要望する。
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神
教
組
は
、
学
校
現
場
を
含

め
た
社
会
全
体
が
直
面
し
て
い

る
教
育
的
な
課
題
の
解
決
と
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
育
ち
と
学
び
を
支
援
す
る

た
め
に
、
子
ど
も
を
中
心
と
し

た
教
育
改
革
の
実
現
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

観
点
か
ら
、教
育
予
算
の
確
保
・

充
実
に
む
け
た
と
り
く
み
を
重

点
的
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

八
月
二
四
日
、
県
教
育
長
に

「
平
成
二
九
年
度
神
奈
川
県
教

育
施
策
・
教
育
予
算
に
関
す
る

要
求
書
」
を
提
出
し
、
重
点
要

求
に
つ
い
て
の
総
論
交
渉
を
行

い
ま
し
た
。

　

総
論
交
渉
を
ふ
ま
え
、
一
〇

月
五
日
・
一
三
日
・
一
四
日
に
、

専
門
部
を
含
む
各
分
野
に
わ
た

り
、
具
体
的
な
要
求
項
目
に
も

と
づ
く
各
論
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
県
教
委
と
の
間
で
設

置
し
て
い
る
教
員
構
成
問
題
研

究
会
な
ど
で
の
協
議
、
各
課
交

渉
・
折
衝
を
積
み
重
ね
、
極
め

て
厳
し
い
県
財
政
で
は
あ
る
も

の
の
、
教
育
予
算
に
し
わ
寄
せ

を
来
さ
な
い
よ
う
、
教
育
予
算

の
確
保
・
充
実
に
む
け
て
と
り

く
み
を
継
続
強
化
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
神
教
協
と
し
て

「
豊
か
で
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育

を
実
現
す
る
た
め
の
二
〇
一
七

年
度
教
育
予
算
要
求
県
民
署

名
」
に
全
組
合
員
で
と
り
く
む

と
と
も
に
、
退
職
者
や
連
合

神
奈
川
加
盟
の
労
働
組
合
に

も
協
力
を
要
請
し
、
県
民
署

名
と
し
て
と
り
く
ん
だ
結
果
、

一
三
八
、三
四
九
人
を
集
約
し

ま
し
た
。
ま
た
、
各
分
会
で
と

り
く
ん
だ
「
教
育
予
算
要
求
分

会
寄
せ
書
き
」
は
八
一
九
枚
を

集
約
し
、
県
民
署
名
と
あ
わ
せ

て
一
二
月
二
〇
日
、
神
教
組
、

神
高
教
執
行
部
役
員
、
お
よ
び

各
地
区
教
組
代
表
者
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
知
事
交
渉
で
手
交

し
ま
し
た
。

　

交
渉
の
中
で
、
芹
沢
神
教
協

議
長
は
「
本
年
の
署
名
の
総
数

は
、
昨
年
を
七
、五
〇
〇
人
ほ

ど
上
回
る
、
一
三
八
、三
四
九

人
と
な
っ
た
。
今
の
社
会
情
勢

の
中
で
、
教
育
に
期
待
す
る
県

民
の
声
の
大
き
さ
が
感
じ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
県
内
で
起

き
た
や
ま
ゆ
り
園
事
件
に
つ
い

て
、
我
々
も
教
育
関
係
者
と
し

て
、
課
題
と
受
け
と
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
理
念
だ
け
で
は

な
く
、
神
奈
川
が
こ
れ
ま
で
と

り
く
ん
で
き
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
が
、
具
体
的
に
県
立
高

校
改
革
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
な
ど

の
と
り
く
み
を
通
し
て
、
地
域

や
保
護
者
に
『
と
も
に
学
び
、

と
も
に
生
活
す
る
こ
と
が
や
っ

ぱ
り
大
切
だ
』
と
感
じ
て
も
ら

う
な
か
に
、
社
会
の
方
向
性
が

で
き
て
い
く
も
の
だ
と
考
え
て

い
る
。
私
ど
も
も
学
校
現
場
で

し
っ
か
り
と
り
く
ん
で
い
く
の

で
、
県
と
し
て
の
予
算
措
置
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
馬
鳥
神
教
協
事
務

局
長
（
神
高
教
執
行
委
員
長
）

は
、「
日
ご
ろ
か
ら
貧
困
の
中

で
大
学
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
生
徒
と
向
き
合
っ
て
い

る
。
国
の
給
付
型
奨
学
金
制
度

の
創
設
な
ど
は
、
十
分
と
は
言

え
な
い
が
、
改
革
の
一
歩
と
し

て
捉
え
て
い
る
。
県
内
で
も
市

独
自
の
奨
学
金
制
度
を
創
設
す

る
動
き
が
出
て
き
た
。
ぜ
ひ
県

と
し
て
も
前
向
き
に
検
討
し
て

欲
し
い
。
高
校
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
生
徒
が
通
学
す
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
な
学
校
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
い
る
。
県
立
高
校
改
革

の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
事
業
に
つ

い
て
、
今
後
全
校
に
広
げ
て
い

く
た
め
に
も
何
と
し
て
も
成
功

さ
せ
た
い
。
こ
う
い
っ
た
部
分

に
つ
い
て
の
予
算
措
置
を
お
願

い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
政
金
神
教
協
事
務

局
次
長
（
神
教
組
書
記
長
）
よ

り
、
要
請
内
容
の
主
旨
説
明
を

行
い
ま
し
た
。「
教
育
現
場
を

と
り
ま
く
困
難
な
課
題
は
山
積

し
、
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
し

て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

ひ
ら
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
む

け
て
、
私
た
ち
は
多
く
の
声
に

耳
を
傾
け
、
と
き
に
は
自
分
た

ち
の
力
量
以
上
の
も
の
を
求
め

ら
れ
、
そ
れ
を
背
負
っ
て
仕
事

を
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
そ

の
重
み
に
耐
え
ら
れ
ず
、
精
神

的
に
参
っ
て
し
ま
う
教
職
員
も

い
る
。
学
校
現
場
の
実
情
を
考

え
る
と
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得

る
の
で
は
な
い
か
。
教
職
員
が

心
身
と
も
に
健
康
で
仕
事
に
と

り
く
め
る
こ
と
が
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
学
び
に
つ
な
が
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
抜
本
的

な
解
決
は
教
職
員
定
数
の
見
直

し
で
あ
る
。
少
し
ず
つ
で
も
す

す
め
て
も
ら
い
た
い
。
と
り
わ

け
学
校
現
場
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
教
員
の
増
員
と
あ
わ

せ
て
、
退
職
教
職
員
や
教
員
志

望
の
大
学
生
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
学
校
が

抱
え
る
業
務
量
の
削
減
を
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

〇
〇
教
育
と
い
う
も
の
が
数
多

く
あ
る
中
で
、
内
容
に
つ
い
て

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

限
り
あ
る
授
業
時
間
数
で
新
た

な
も
の
が
求
め
ら
れ
、
教
職
員

は
ま
す
ま
す
疲
弊
し
て
い
る
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
は

学
校
の
常
識
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
教
職
員
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
、
予
算
措
置
も
含
め
て

お
願
い
し
た
い
。
今
後
も
、
現

場
教
職
員
の
実
態
、
声
に
耳
を

傾
け
て
い
た
だ
き
、
来
年
度
教

育
予
算
の
充
実
に
む
け
て
、
ご

尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
場
教
職
員
を
代

表
し
、
三
浦
半
島
地
区
教
組
の

北
村
執
行
副
委
員
長
が
、「
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
教
室
・
学
習

の
充
実
に
む
け
た
『
特
別
支
援

教
育
推
進
に
お
け
る
非
常
勤
講

師
』
の
拡
充
を
お
願
い
し
た

い
。
市
町
村
配
置
の
支
援
員
制

度
で
は
差
が
あ
り
、
指
導
に
限

り
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
要
す
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え

て
い
る
現
状
で
は
、
授
業
の
行

え
る
非
常
勤
講
師
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
神
奈
川
ら
し

い
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校
づ

く
り
へ
む
け
て
、
配
当
時
間
数

の
拡
大
や
任
用
要
件
の
緩
和
を

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、黒
岩
知
事
は
、

「
大
変
な
数
の
署
名
の
重
み
を

し
っ
か
り
と
受
け
と
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
に
ゆ
き
と
ど
い
た
豊
か
な

教
育
を
実
現
す
る
と
い
う
思
い

は
、
同
感
で
あ
る
。
子
ど
も
た

ち
と
向
き
合
っ
て
育
て
た
い
と

い
う
寄
せ
書
き
の
言
葉
を
見

て
、
こ
の
時
間
が
な
か
な
か
取

れ
な
い
と
い
う
切
実
な
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に

業
務
を
減
ら
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
大
切
だ
。
人
生
一
〇
〇

歳
時
代
が
あ
た
り
ま
え
に
な
る

状
況
が
社
会
的
に
進
行
し
て
い

る
。
そ
う
い
う
中
で
の
学
校
の

あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
元
気
な
地
域
人
材
な
ど
を

う
ま
く
活
用
す
る
な
ど
、
地
域

に
お
け
る
学
校
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
く
。
予
算
に
つ
い
て

は
神
奈
川
県
と
し
て
六
五
〇
億

円
足
り
な
い
と
い
う
大
変
厳
し

い
状
況
だ
が
、
み
な
さ
ん
の
声

を
受
け
と
め
な
が
ら
何
と
か
し

て
い
き
た
い
」
と
の
言
葉
を
受

け
、
交
渉
を
終
了
し
ま
し
た
。

署
名（
一
三
八
、三
四
九
人
）寄
せ
書
き（
八
一
九
枚
）を
手
交

教
育
予
算
要
求
知
事
交
渉
を
実
施

二
〇
一
七
年
度

　

神
教
組
は
一
二
月
二
〇
日
、
神
教
協
（
神
奈
川
県
教
職
員
組
合
協
議
会
＝
神
教
組
と
高
教
組
で
組
織
）
と
し
て
二
〇
一
七
年
度

教
育
予
算
要
求
知
事
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
交
渉
に
先
立
ち
、
芹
沢
神
教
協
議
長
（
神
教
組
執
行
委
員
長
）
か
ら
、
全
組
合
員
と

連
合
各
労
組
の
協
力
を
得
て
と
り
く
ん
だ
県
民
署
名
と
各
分
会
か
ら
の
寄
せ
書
き
を
手
交
し
、
神
奈
川
の
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

た
ち
に
豊
か
で
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
教
育
予
算
の
拡
充
を
知
事
に
要
請
し
ま
し
た
。

発言する三浦半島地区教組北村執行副委員長

知事交渉にのぞむ神教組執行部・地区教組役員

全県より集まった「県民署名」「寄せ書き」

県民署名と寄せ書きを黒岩知事に手交
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西
教
組
の
と
り
く
み

　

西
教
組
で
は
こ
こ
数
年
、
分

会
で
の
多
忙
化
解
消
の
と
り
く

み
と
並
行
し
て
組
織
内
業
務
の

精
選
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
一
方
で
組
織
内
業
務
が
減

る
こ
と
で
、
組
合
活
動
に
参
加

す
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
、
特
に
若
年
層
組
合

員
を
対
象
と
し
た
と
り
く
み
に

も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
現
時
点
で
の
と
り
く
み
の

状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

◯�

平
和
教
育
学
習
会
の�

と
り
く
み

　

戦
争
体
験
を
語
る
こ
と
の
で

き
る
世
代
が
少
な
く
な
る
中
、

平
和
教
育
の
と
り
く
み
が
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
西
教

組
で
は
、
毎
年
七
月
に
「
七
・

五
全
県
平
和
教
育
の
日
」
の
と

り
く
み
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、

現
場
で
の
平
和
教
育
の
と
り
く

み
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
教
科
書
が
変
わ
る
中
で
国

語
で
は
戦
争
教
材
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
り
、「
平
和
教
育

と
い
っ
て
も
ど
ん
な
と
り
く
み

を
行
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
よ

く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
が

あ
が
っ
て
き
た
り
す
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
例
年
八
月
に
行
っ

て
き
た
西
湘
地
区
教
育
文
化
研

究
所
主
催
の
「
憲
法
平
和
学
習

会
」
を
、
今
年
度
は
、「
平
和

教
育
学
習
会
」
と
し
て
八
月

二
四
日
に
西
湘
地
区
教
育
会
館

に
て
実
施
し
ま
し
た
。
実
践
を

も
と
に
、
現
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
よ
う
な
内
容
を
提
案
す
る
こ

と
を
柱
と
し
て
行
い
、
分
会
か

ら
青
年
層
組
合
員
に
参
加
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
践

提
案
を
募
集
し
、
三
人
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
場
で
実
践
で
き
る
平
和
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
習
を

深
め
、
平
和
教
育
の
と
り
く
み

に
つ
い
て
継
承
し
て
い
く
こ
と

と
、
新
た
に
実
践
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
で
運
動
を
す
す
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◯�

他
産
別
交
流
会
の�

と
り
く
み

　

西
教
組
は
、
西
湘
地
区
で
展

開
す
る
他
労
組
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
労 

組
・
カ
ネ
ボ
ウ
労
組
・
労
金
）

と
連
携
し
、
組
合
運
動
の
課
題

と
意
義
に
つ
い
て
共
有
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
運
動
を
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
八
月
四

日
に
他
産
別
青
年
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。西
教
組
の
参
加
は
、

分
会
か
ら
の
参
加
を
含
め
九
人

で
し
た
。

　

各
単
組
の
紹
介
か
ら
始
ま

り
、
自
分
た
ち
の
所
属
す
る
組

合
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
確
認

す
る
と
と
も
に
、
他
の
組
合
の

活
動
に
つ
い
て
も
学
習
し
ま
し

た
。
ま
た
「
組
合
員
に
と
っ
て

参
加
し
や
す
い
活
動
と
は
？
」

等
の
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
協
議

を
行
い
、
組
合
活
動
へ
の
学
習

を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う

し
た
活
動
を
継
続
し
て
い
く
必

要
性
に
つ
い
て
も
提
起
さ
れ
ま

し
た
。

　

青
年
層
組
合
員
が
運
動
の
主

た
る
担
い
手
と
な
り
つ
つ
あ
る

中
で
運
動
の
意
義
の
継
承
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
ふ
ま

え
、
今
後
も
青
年
層
組
合
員
の

組
織
化
と
学
習
の
機
会
を
計
画

的
に
設
定
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
の
活
動
と
い
う
と
機
関

会
議
や
各
種
の
動
員
と
い
う
も

の
が
大
半
を
占
め
て
き
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
が
、
学
習
の

場
や
職
場
を
越
え
た
つ
な
が
り

の
場
と
し
て
の
「
組
合
」
と
も

な
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
西
教

組
で
は
今
後
も
と
り
く
み
を
す

す
め
る
こ
と
で
運
動
の
前
進
を

は
か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

の
あ
ゆ
み

　

横
浜
市
教
職
員
組
合
で
は
、
二
〇
一
一

年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
以
来
、

東
北
地
方
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継

続
し
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
当
初
は
、
現
地
へ
支
援
し
に
行
き

た
く
て
も
道
が
寸
断
さ
れ
て
、
中
々
足
を

踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
ぐ
に
と
り
く
め
る
こ
と
と
言
え
ば
、
義

捐
金
の
募
金
活
動
を
す
る
こ
と
で
し
た
。

街
中
で
募
金
活
動
を
し
て
い
る
と
、
現
地

に
は
行
け
な
い
け
ど
何
か
の
役
に
立
て
て

く
だ
さ
い
、
と
一
言
添
え
て
募
金
を
し
て

く
だ
さ
る
方
も
い
ま
し
た
。
私
た
ち
と
同

様
に
、
何
か
し
た
く
て
も
、
今
す
ぐ
何
も

で
き
な
い
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
て
い
る
方
が

い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
地
の
下
見
な
ど
を
重
ね
て
よ
う
や
く

浜
教
組
が
初
め
て
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

企
画
し
た
の
は
二
〇
一
一
年
八
月
二
一
日

～
二
三
日
で
し
た
。

　

こ
の
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
、

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
一
日
で
通
算
し
て

一
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
回
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
縁
が
あ
っ
て
、
気

仙
沼
で
行
い
ま
し
た
。

　

五
年
の
月
日
が
経
ち
、
被
災
地
の
状
況

も
大
き
く
変
化
し
、
倒
壊
、
浸
水
し
た
家

屋
は
き
れ
い
に
撤
去
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
や
シ
ョ

ベ
ル
カ
ー
が
盛
り
土
で
か
さ
上
げ
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
防
潮
堤
を
高
く
す
る

工
事
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
震
災
直
後

の
よ
う
な
荒
れ
果
て
た
状
況
は
、
も
う
見

ら
れ
ま
せ
ん
が
。
た
だ
、
何
も
な
い
荒
野
の

よ
う
な
土
地
が
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
、
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

震
災
当
時
は
、
ま
ず
目
の
前
の
被
災
物

を
撤
去
す
る
と
い
う
、
目
に
見
え
て
わ
か

り
や
す
い
活
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
、
一
面
、
重
機
で
整
備
さ
れ
て
き
て

い
る
だ
け
に
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
、
と
い
う
現
実
が
目
の
前
に
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
気
仙
沼
で
は
現
在
も

二
二
〇
人
の
方
が
行
方
不
明
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
現
地
の
気
仙
沼
復
興
協
会
は
何

か
し
ら
手
が
か
り
を
み
つ
け
て
、
遺
族
の

元
へ
返
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
捜
索
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
も
う
、生
き
て
帰
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
分
か
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
な
ら
ば
遺
骨
だ
け
で
も
、

と
遺
族
の
方
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
一
一
日
は
月
命
日

に
あ
た
り
、
毎
月
、
捜
索
活
動
を
行
う
日

で
す
。
私
た
ち
も
そ
こ
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
簡
単
に
成
果
の
上
が
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
業
は
地
道
で

大
変
で
し
た
。
や
は
り
、
手
が
か
り
に
な

る
も
の
は
見
つ
け
ら
れ
ず
目
に
見
え
る
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
被
災
地
の
方
は
、
当

時
を
振
り
返
る
の
は
辛
い
で
あ
ろ
う
に
も

関
わ
ら
ず
、
私
た
ち
に
当
時
の
様
子
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
も
う
誰
に

も
辛
い
思
い
を
し
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う

一
念
か
ら
で
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
思
い

を
受
け
取
っ
た
私
た
ち
は
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

参
加
者
が
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
見
て

感
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
復

興
へ
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
痛
感
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
何
よ
り
の
成
果
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
方
々
と
つ
な
が
り
を
も
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
人
が
第
一
回

目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
が
連
合
宮
城
・
塩
釜
地
域
協
議

会
小
田
島
事
務
局
長
で
す
。
小
田
島
さ
ん

に
は
、
こ
の
時
以
来
、
当
時
の
様
子
を
参

加
者
に
お
話
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
浜
教

組
の
周
年
行
事
に
も
お
招
き
し
て
、
復
興

の
状
況
を
お
話
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
震

災
当
時
の
様
子
は
生
々
し
く
、
衝
撃
的
な

話
も
あ
り
ま
し
た
。
第
一
回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
時
に
話
し
て
い
た
だ
い
た
言
葉
で
特
に

印
象
に
残
って
い
る
の
が
「
復
興
への
道
の
り

は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
五
～
六
年
で
の
復
興

は
難
し
い
け
れ
ど
、
一
〇
年
た
っ
た
被
災
地

に
き
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
言
葉
で
す
。

現
在
、
ち
ょ
う
ど
折
り
返
し
の
五
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
被
災
地
の
方
々
が

一
〇
年
を
見
込
ん
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
中
、

私
た
ち
が
五
年
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
下
げ
て

い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

気
仙
沼
復
興
協
会
の
代
表
の
方
か
ら
も

こ
ん
な
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
が
伝
え
る
数
は
限
り
が
あ
る
。

し
か
し
教
職
員
の
み
な
さ
ん
は
、
目
の
前

に
い
る
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
伝
え
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い
。」

　

こ
の
言
葉
で
私
た
ち
教
職
員
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る
意
味
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

浜
教
組
で
は
今
後
も
「
伝
え
る
こ
と　

つ
な
が
る
こ
と　

続
け
る
こ
と
」
を
大
切
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
って
い
き
ま
す
。

ちょっと拝見 地区教組
横
浜
市
教
職
員
組
合

西
湘
地
区
教
職
員
組
合

教職員共済は、教職員のみなさんの福利厚生の一助として、在職中はもちろん、
退職後までみなさんの生活をサポートし、よりよい暮らしができるようお手伝いいたします。

新規加入時のご相談や、各種共済の内容についてのご説明、すでに加入をしている共済の
共済金請求について等、ご不明点がありましたら、お気軽に下記までお問い合わせください。

●初めて共済をご利用になる際には出資金100円を払込み（加入時1回のみ）、教職員共済の組合員となる必要があります。

謹賀新年

車両共済
（車両保険）


